
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の情報ブロックが記録された記録媒体から情報 読み取り

可変速度読み 手段と、

　前記 読み た情報を
出力する 手段と、

　システム動作の制御手段と、
　前記可変速度読み 手段とは別個に設けられ所定の速度で回転する軸に設けられた第
１のターンテーブルと、
　前記第 1のターンテーブル上に 摺動可能に設けられ
た第２のターンテーブルと、
　該第２のターンテーブルの回転速度を検出する検出手段と 、
　

ことを特徴とする情報再生装置。
【請求項２】
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の を通常の再生速度よりも
早い速度で読み取ることが可能な 取り
　前記読み取り手段により通常の再生速度より早い速度で読み取った情報を記憶する記憶
手段と、

可変速度読み取り手段により 取っ 前記記憶手段に記憶すると共に、当
該記憶手段に記憶した情報を デジタル信号処理

取り

当該第１のターンテーブルに対して

を備え
前記デジタル信号処理手段は、前記検出手段による第２のターンテーブルの回転速度の

検出結果に基づき、第２のターンテーブルが第１のターンテーブルと共に所定の速度で回
転している場合は通常の再生速度で出力し、該第２のターンテーブルが第１のターンテー
ブルに対して摺動されて回転速度を変化させた場合はその検出信号の変化に対応したタイ
ミングの再生速度で出力する



　前記第１のターンテーブルの回転速度を検出する検出手段を設け、該検出手段を第１の
検出手段とし、前記第２のターンテーブルの回転速度を検出する検出手段を第２の検出手
段として備え、
　前記第１の検出手段の出力を前記基準信号発生部の基準信号として、前記比較手段によ
り前記第２の検出手段の出力と比較して、前記可変速度読み出し手段が情報を読み出す速
度を決定することを特徴とする請求項１記載の情報再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、コンパクトディスクプレーヤに代表される、デジタル信号の情報を再生する情
報再生装置に関し、さらに詳しくは記録媒体から情報を再生する速度を変更し得る情報再
生装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の情報再生装置をコンパクトディスクプレーヤを例にとり説明する。図１３は従来の
情報再生装置であるコンパクトディスクプレーヤのブロック図である。以下一般的なデジ
タル信号の流れをこの図を用いて簡単に説明する。スピンドルモータ１の回転により、デ
ィスク２が回転し、その近くに設けられた光ピックアップ３がディスク２に刻まれたデジ
タル信号を読み取る。その信号の１つはＲＦ信号と呼ばれ、同図のアナログ波形成形ブロ
ック４に、もう１つはサーボ信号と呼ばれサーボ信号処理ブロック５に入る。サーボ信号
はディスク上に刻まれた情報であるピットを連続して正確に読み取るための検出信号であ
る。
【０００３】
ＲＦ信号は、アナログ波形成形ブロック４を通ると情報に応じたパルス列波形になり、さ
らにＰＬＬ回路ブロック６でインパルス波形に変換され、同期検出回路ブロック７の出力
によって、クロック周波数に対応したパルス列波形となりデジタル信号処理ブロック８に
入力される。このクロック周波数はコンパクトディスクの場合一定値と定められており、
具体的には４．３２１８ＭＨｚであるが、説明の便宜上ｆ１Ｈｚとする。
【０００４】
デジタル信号処理回路ブロック８でデジタル処理された情報は、ＲＡＭブロック９に一度
メモリされ、その後、デジタル信号処理回路８の中の水晶発振子に対応したクロック周波
数でその情報は読み出され、Ｄ／Ａコンバータ回路ブロック１０に入力されてアナログ波
形に変換され、左（Ｌ）チャンネル信号、右（Ｒ）チャンネル信号となって出力端子に現
れる。
【０００５】
また、最近は、前記クロック周波数ｆ１をわずかに変化させて再生する装置もある。今、
仮にクロック周波数変化分を△ｆ１とし、クロック周波数が（ｆ１＋△ｆ１）Ｈｚになっ
たとすると、ディスク２からの情報の読み取り速度もその変化分に応じた割合で変化させ
、同様に、読み取られたデジタル信号をアナログ信号に変換する際の標本化周波数も変化
させる。そうすれば出力のリズムピッチを通常の出力のそれと比べて変化させることがで
きる。その割合を△Ｐとすれば、その数値は次式で導かれる。
【０００６】
△Ｐ＝（（ｆ１＋△ｆ１）／ｆ１）×１００（％）
このようなコンパクトディスクプレーヤを用いて、今読み取られて出力されているディス
クと、次に読み取られ出力されるディスクとのリズムピッチの変化に気づかれることなく
連続演奏する方法がディスコ、クラブ等で行われている。これについて以下説明する。
【０００７】
図１４は従来の連続演奏システムの接続を示している。１０１、１０２は各々コンパクト
ディスクプレーヤ（以下ＣＤプレーヤと略す）Ａ、Ｂを示しており、その前面には、スラ
イドスイッチ１０１ａ、１０２ａが設けられ、そのスライドスイッチ１０１ａ、１０２ａ
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の移動により、前記説明した原理によって各々のＣＤプレーヤＡ１０１、Ｂ１０２の出力
のリズムピッチを変えられるよう構成されている。１０３はミキサであり、ＣＤプレーヤ
Ａ１０１、Ｂ１０２の出力信号をミックスする役割を果たし、さらに、ミキサ１０３に設
けられた調節器１０３ａ、１０３ｂにより、各々のＣＤプレーヤＡ１０１、Ｂ１０２のミ
キサ１０３からの出力レベルを可変できるよう構成されている。
【０００８】
１０４はモニタ用のヘッドホンであり、ＣＤプレーヤＡ１０１、Ｂ１０２のミックスされ
た出力を、調節器１０３ａ、１０３ｂに関係なく聞くことができる。ミキサ１０３の出力
は増幅器１０５に入力され、増幅された信号は、スピーカ１０６によって音響信号に変換
し、音波を空間に放射する。
【０００９】
以上のように構成された従来の連続演奏システムの動作を以下説明する。まずＣＤプレー
ヤＡ１０１にて第１の楽曲を再生させる。この出力は増幅器１０５で増幅され、スピーカ
で音となる。そして、その間にヘッドホン１０４にて、その楽曲をモニターしながら次に
再生する第２の楽曲をＣＤプレーヤＢ１０２を操作し、前記ヘッドホン１０４で同時にモ
ニターをしながら、スライドスイッチ１０２ａを操作し、第１の楽曲とリズムピッチを合
わせる。そして、リズムピッチを合わせた後は、ＣＤプレーヤＢ１０２のスタート、スト
ップを繰り返し、タイミングを合わせて、第１の楽曲が終了すると同時に、ＣＤプレーヤ
Ｂ１０２のスタートボタンを押し、第２の楽曲を再生する。あるいは、第１の楽曲と第２
の楽曲のタイミングがあった時点でミキサ１０３の調節器１０３ａを絞ることで第１の楽
曲を終了し，同時に調節器１０３ｂを開くことで第２の楽曲をスタートさせる。そうすれ
ば、音が途切れることなく同じリズムピッチで連続再生ができる。
【００１０】
しかし従来の構成では、人がこのような操作を行うため、タイミングも含めて第１の楽曲
と第２の楽曲とのリズムピッチを合わせるために高度な熟練した技術が必要であった。そ
こで、本願発明者は、上記のような問題点を解決するために特願平０２－２３７５１８を
提案した。これは、複数の情報ブロックが記録された記録媒体から情報を読み取る可変速
度読み取り手段と、読み取り手段の出力情報の記憶手段と、システム動作の制御手段と、
後続する第２の情報ブロックのリズムピッチを再生中の第１の情報ブロックのリズムピッ
チに合わせるように作用するリズム制御手段を備え、読み取り手段は読み取り開始後の所
定期間規定速度より早く情報を読み取って記憶手段に書き込み、記憶手段は常に規定速度
で記憶情報を読み出すように配してなるものである。
【００１１】
そして、上記した構成により、情報読み取り手段は読み取り開始後の所定期間規定速度よ
り速く情報を読み取り記憶手段に書き込み、記憶手段は規定速度で記憶情報を読み出すよ
うに配し、リズム制御手段は後続情報のリズムピッチを現再生情報のリズムピッチに合わ
せる動作をするように配してあるので、連続２情報のリズムピッチの変化が気づかれず、
そして２情報のスムーズな連続再生ができるものであった。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような従来の情報再生装置は高度な熟練した技術が必要であり、また本願発明者の
提案は、システム制御により自動で連続再生できる優れたものであるが、リズムピッチ制
御装置や、そのシステム制御が複雑で非常にコスト高になってしまうという問題点を有し
ていた。
【００１３】
本発明は、上記のような問題点を解決するためになされたもので、簡単な構成と単純な動
作で、後続する第２の情報再生装置の情報ブロックのリズムピッチとタイミングを、第１
の情報再生装置の情報ブロックと合わせることのできる情報再装置を提供することを目的
としてなされたものである。
【００１４】
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【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために本発明の情報再生装置は、複数の情報ブロックが記録され
た記録媒体から情報 読み取り
可変速度読み 手段と、

前記 読み た情報を
出力する 手

段と、システム動作の制御手段と、前記可変速度読み 手段とは別個に設けられ所定の
速度で回転する軸に設けられた第１のターンテーブルと、前記第１のターンテーブル上に

摺動可能に設けられた第２のターンテーブルと、該第
２のターンテーブルの回転速度を検出する検出手段と 、

ので、第２のターンテーブルの回転速度を制御するだけで、
情報ブロックから

の読み出し速度を変えられる。 その第２のターンテーブル
、容易に 回転 を変

えることができ、第１のターンテーブルを直接回さないことで、回転駆動機構にダメージ
を与えないので、使用による故障も無く信頼性も向上するものである。このようにして、
出力情報のリズムピッチや、タイミングを容易に変えることができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、複数の情報ブロックが記録された記録媒体から情報

読み取り 可変速度読み 手
段と、

前記 読み た情報を
出力する 手段と、システム動作

の制御手段と、前記可変速度読み 手段とは別個に設けられ所定の速度で回転する軸に
設けられた第１のターンテーブルと、前記第１のターンテーブル上に

摺動可能に設けられた第２のターンテーブルと、該第２のターンテーブル
の回転速度を検出する検出手段と 、

ので、
の回転速度を制御するだけで、

情報ブロックからの読み出し速度を変
えることができる。

出力情報の
リズムピッチや、タイミングを変えることができるように作用する。
【００１６】
　本発明の請求項２に記載の発明は、請求項１の構成において、

ものであって、
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の を通常の再生速度よりも早い速度で読み取ることが可能な
取り 前記読み取り手段により通常の再生速度より早い速度で読み取

った情報を記憶する記憶手段と、 可変速度読み取り手段により 取っ 前記
記憶手段に記憶すると共に、当該記憶手段に記憶した情報を デジタル信号処理

取り

当該第１のターンテーブルに対して
を備え 前記デジタル信号処理手段

は、前記検出手段による第２のターンテーブルの回転速度の検出結果に基づき、第２のタ
ーンテーブルが第１のターンテーブルと共に所定の速度で回転している場合は通常の再生
速度で出力し、該第２のターンテーブルが第１のターンテーブルに対して摺動されて回転
速度を変化させた場合はその検出信号の変化に対応したタイミングの再生速度で出力する

この第２のターンテーブルの
回転速度を検出することにより、これに対応して記憶手段に記憶された

特に、 が第１のターンテーブル
と共に所定の速度で回転している状態から 第２のターンテーブルの 速度

の を通常の再生速度よりも早い速度で読み取ることが可能な 取り
前記読み取り手段により通常の再生速度より早い速度で読み取った情報を記憶する

記憶手段と、 可変速度読み取り手段により 取っ 前記記憶手段に記憶する
と共に、当該記憶手段に記憶した情報を デジタル信号処理

取り
当該第１のターンテ

ーブルに対して
を備え 前記デジタル信号処理手段は、前記検出手段に

よる第２のターンテーブルの回転速度の検出結果に基づき、第２のターンテーブルが第１
のターンテーブルと共に所定の速度で回転している場合は通常の再生速度で出力し、該第
２のターンテーブルが第１のターンテーブルに対して摺動されて回転速度を変化させた場
合はその検出信号の変化に対応したタイミングの再生速度で出力する 第２のターン
テーブル この第２のターンテーブルの回転速度を検出する
ことにより、これに対応して記憶手段に記憶された

特に、その第２のターンテーブルが第１のターンテーブルと共に所定
の速度で回転している状態から、容易に第２のターンテーブルの回転速度を変えることが
でき、第１のターンテーブルを直接回さないことで、回転駆動機構にダメージを与えない
ので、使用による故障も無く信頼性も向上するものである。このようにして、

前記第１のターンテーブ
ルの回転速度を検出する検出手段を設け、該検出手段を第１の検出手段とし、前記第２の
ターンテーブルの回転速度を検出する検出手段を第２の検出手段として備え、前記第１の
検出手段の出力を前記基準信号発生部の基準信号として、前記比較手段により前記第２の
検出手段の出力と比較して、前記可変速度読み出し手段が情報を読み出す速度を決定する

第１のターンテーブルの回転むらや、回転数の変動をキャンセルすること



【００２１】
以下、本発明の実施の形態について、図１ないし図１２を用いて説明する。
（実施の形態１）
図１は本発明の実施の形態１の情報再生装置であるコンパクトディスクプレーヤのブロッ
ク図である。機能的に従来例と同等のものは同符号を用いて説明を省略する。従来例と違
うところは、ＣＰＵシステムコントロール１４、サーボ信号処理ブロック１５、ＰＬＬブ
ロック１６、デジタル信号処理回路ブロック１８、出力制御信号発生装置２１、基準信号
発生部２０および速度比較装置１９である。
【００２２】
出力制御信号発生装置２１は、回転駆動源であるモータ２２と、可変できる電源２７と、
モータ２２上に設けられたターンテーブル２３と、ターンテーブル２３の外周に設けられ
たリング２４と、検出器２５と、回転速度検出部２６とにより構成されている。可変でき
る電源２７は、その電圧を変えることでモータ２２の回転数を変化させることができる。
【００２３】
図２（ａ）に回転体の断面図を示しており、ターンテーブル２３は、モータ２２の軸２２
ａに固定されているため、モータ２２の軸２２ａが回転するとターンテーブル２３は回転
する。リング２４は、図２（ｂ）に示すように一定間隔で全周に穴２４ａが開いている。
検出器２５は、実際には一般に透過認識型の受発光素子が使用され、この受発光素子の光
をリング２４の穴２４ａで透過させ、穴なし部分で遮断することにより、ターンテーブル
２３の回転数を電気的に出力する。
【００２４】
以上のように構成された情報再生装置であるコンパクトディスクプレーヤについて、以下
その動作を説明する。従来例の図１４で説明したように、連続演奏させるさせるためには
、２台のＣＤプレーヤが必要で、まず１曲目の楽曲をＣＤプレーヤＡで再生しているとす
る。そして、２曲目の楽曲を別のＣＤプレーヤＢで再生する。すると、図４（ａ），（ｂ
）のように１曲目のリズムピッチはａ１であり、２曲目のリズムピッチはｂ１であったと
する。一般にリズムピッチとは、その曲のテンポであり、独自のものであるから、ａ１と
ｂ１とは一致しない場合が多い。
【００２５】
そこで、いまＣＤプレーヤＢを本発明のものを用いると以下のようになる。まず出力制御
信号発生装置２１のモータ２２を所定の速度で回転させる。するとターンテーブル２３、
リング２４が回転するので、リング２４の穴２４ａの有無の検知を検出器２５が行い、回
転速度検出部２６で波形成形された信号を出力する。この信号を図３（ａ）に示す。同図
のように、出力された信号はパルス波形（矩形波）であり、この１パルスの幅（周期）を
Ｔ１とする。この信号を速度比較装置１９に入力する。そして速度比較装置１９内で基準
信号発生部２０からの信号の１パルス幅Ｔ０と比較を行う。今出力制御信号発生装置２１
からの１パルス幅Ｔ１を定常の速度とし、これを基準とすることで、あらかじめ基準信号
発生部２０の１パルス幅をＴ０＝Ｔ１と設定できる。そして速度比較装置１９からの出力
は、Ｔ０／Ｔ１＝１となるので、通常の再生速度を行う制御指令をＣＰＵシステムコント
ロール１４へ送る。そして、この状態が図４（ａ），（ｂ）のようであったとする。
【００２６】
すると、図４（ｂ）に示すように２曲目のリズムピッチｂ１は、１曲目のリズムピッチａ
１より遅いため、リズムピッチｂ１を速くする必要がある。そこで出力制御信号発生装置
２１の電源２７の電圧を上げることでモータ２２の回転数を上げる。するとリング２４の
回転も速くなり、この回転速度が速くなったことを検出器２５で検知する。すると、回転
速度検出部２６の出力波形は図３（ｂ）に示すように１パルス幅Ｔ２は、Ｔ０よりも短く
なるので、速度比較装置１９からの出力は、（Ｔ０／Ｔ２）＞１となり、通常の再生速度
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ができ、そのうえで、第２のターンテーブルの回転を手で早くまたは遅くすることにより
、再生している楽曲のリズムピッチや、タイミングを変えられるので、より正確な制御が
可能になる。



より速く行う制御指令をＣＰＵシステムコントロール１４へ送る。ここで、たとえば、Ｔ
０／Ｔ２＝１．２であれば、２０％速く楽曲を演奏させることになる。そして１曲目のリ
ズムピッチａ１に合うように、電源２７の電圧を調整することで、２曲目のリズムピッチ
をｂ２に変えることができる。このようすを図５（ａ），（ｂ）に示す。同図で、ａ１と
ｂ２はほとんど等しくリズムピッチは合っているが、１曲目と２曲目のタイミングが、時
間ｔ１だけずれている。
【００２７】
そこで、出力制御信号発生装置２１の回転しているターンテーブル２３を手で軽く触れて
やる。するとターンテーブル２３の回転速度はわずかに遅くなるので、検出器２５または
回転速度検出部２６の出力は、図３（ｃ）のように１パルス幅Ｔ３は、Ｔ２より大きくな
る。そして、この出力が速度比較装置１９に入ると、Ｔ３／Ｔ０で計算された数値が、Ｃ
ＰＵシステムコントロール１４に送られる。すると、また２曲目のリズムピッチはｂ２よ
りも遅く変化するが、ターンテーブル２３を触れている手を放すことで、前述の一連のシ
ステム動作にて、２曲目のリズムピッチは、ｂ２に戻る。そして、このことで楽曲のタイ
ミングを変えることができ、このターンテーブル２３に触れるという動作を何回か行うこ
とで、図６（ａ），（ｂ）のように１曲目と２曲目のタイミングを合わせることができる
。そして、その後に図１４のミキサ１０３の調節器１０３ａ，１０３ｂを用いて、図６（
ｃ）のように、ある時間ｔ２で１曲目の演奏の出力を終了し、時間ｔ３で２曲目の演奏を
出力するように行うと、ｔ２，ｔ３の時間がほぼ同時であるので、１曲目から２曲目へリ
ズムピッチを変えることなくスムーズに連続演奏をつなげることができる。
【００２８】
以上のように本実施形態によれば、回転体であるターンテーブル２３の回転速度で、ディ
スク２からの情報の出力速度を制御することにより、１曲目の楽曲のリズムピッチに、２
曲目の楽曲のリズムピッチを容易に合わせることができ、またターンテーブルに手を触れ
て一時的にリズムピッチを変えることによりリズムのタイミングも合わせることができる
。
【００２９】
また、基準信号発生部２０で実際に信号を発生させているが、速度比較装置１９に入力す
る情報として、基準となる周期を単なる数値として認識するような構成になっていても同
等の動作が可能である。したがってこの場合は基準信号発生部２０は基準数値の発生部で
あってもよい。
【００３０】
また、２曲目の再生機器に本実施例を用いたが、１曲目で使用したＣＤプレーヤＡでも本
実施例を用いて、３曲目以降も順次同様に連続再生ができることはいうまでもない。
【００３１】
また、情報再生装置としてコンパクトディスクプレーヤを用いたが、デジタル信号のデー
タであれば、すべてこの原理が成立するので、たとえば、アナログ信号でも、Ａ／Ｄ変換
をし、この装置に入れれば同様の効果を得ることはいうまでもない。
【００３２】
さらに、検出器２５として、透過認識型の受発光素子を使用したが、リング２４を銀色状
の反射効率のよい材質であれば、反射認識型の受発光素子を用いても同様の効果は得られ
る。同様に光以外にリング２４の内周、外周またはターンテーブル２３の適当な場所に強
磁性材料を等間隔にバーコードのように配して着磁しておき、これに近接した磁気ヘッド
で磁気的に検出することもできる。このように回転の検出は光学的手段に限定されず他の
方法でも行うことができ、以降の実施の形態でも同様である。
【００３３】
（実施の形態２）
つぎに、図７は実施の形態２の情報再生装置の出力制御信号発生装置の回転体の断面図を
示している。実施の形態１と違うところは、ターンテーブル２３の上にシート２８を介し
て第２のターンテーブル２９を摺動自在に設け、その外周にリング３０を設けている点で
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ある。シート２８は、ターンテーブル２３に接着、固定してあり、反対側の第２のターン
テーブル２９側の表面は、摩擦の小さい滑らかな状態になっており、第２のターンテーブ
ル２９が第１のターンテーブルに対して摺動自在であり、軸２２ａを中心に回転しやすく
なっている。また、リング３０は、実施の形態１で記述したリング２４と同様、全周に穴
が設けられている。情報再生装置のブロック図は回転体の部分を除き実施の形態１におけ
る図１と同様である。
【００３４】
以上のように構成された実施の形態２について、以下その動作を説明する。モータ２２に
よりターンテーブル２３が回転し、シート２８を介して第２のターンテーブル２９が回転
する。すると、リング３０も回転するので、その回転速度を検出器２５が検知する。以下
信号の流れ、およびその動作は、実施の形態１と同じである。
【００３５】
ここで、再生している楽曲のタイミングを変える場合、第２のターンテーブル２９の回転
を手で遅くしたり、速く回したりすることで行える。そして、この第２のターンテーブル
２９は表面摩擦の小さなシート２８の上にあるため、実施の形態１のターンテーブル２３
を回す場合と比べて容易に回転を変えることができる。つまり、再生している楽曲のタイ
ミングを容易に変えることができる。
【００３６】
また、実施の形態１のようにターンテーブル２３を直接回さないことで、回転駆動機構に
ダメージを与えないので、使用による故障も無く信頼性も向上するというメリットもある
。
【００３７】
また、回転体として、ピッチコントロール機能付きのアナログレコードプレーヤ（たとえ
ば、松下製、商品品番ＳＬ－１２００ＭＫ３）を用いても同様な効果が得られる。
【００３８】
（実施の形態３）
また、図８は実施の形態３の情報再生装置のブロック図を示している。同図において実施
の形態１と違うところは、出力制御信号発生装置３１の中に基準信号発生部３３を設けて
いる点である。図９は、同実施形態における出力制御信号発生装置３１の回転部の断面図
、図１０は、同回転部の上面図を示している。以下これら図を用いて説明する。
【００３９】
回転駆動手段であるモータ２２の軸２２ａに設けられた第１のターンテーブル２３の下部
にリング２４が設けられている。また、ターンテーブル２３の上にシート２８を設け、そ
の上部に第２のターンテーブル２９を摺動自在に配し、その下部にはリング３０が設けら
れている。これらの関係は、実施の形態１および２で説明したとおりである。また、リン
グ２４，３０には、図２と同様な回転速度検出のための穴が全周に各々同一の数だけ設け
られている。
【００４０】
リング２４の穴を検知するために検出器３２が、リング３０の穴を検知するために検出器
３４が設けられている。検出器３２は、第１のターンテーブル２３の回転速度検出を、検
出器３４は第２のターンテーブル２９の回転速度検出を行う。そして、検出器３２の出力
は、基準信号発生部３３に入り、波形成形される。また検出器３４の出力も同様に回転速
度検出部３５に入り、波形成形される。そして各々の出力は、速度比較装置１９に入力さ
れる。そして、これ以降の構成および信号の流れは実施の形態１と同じなので説明は省略
する。
【００４１】
以上のように構成された実施の形態３について、以下その動作を説明する。検出器３２で
検知された、第１のターンテーブル２３の回転速度は、モータ２２の駆動を直接受けてい
るので、これを基準とする。そして、第２のターンテーブル２９の回転速度は、通常の場
合、シート２８を介して第１のターンテーブル２３より駆動を伝達されるので、第１のタ
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ーンテーブル２３の回転速度と同じである。このとき、第１のターンテーブル２３の回転
速度の検知により出力される基準信号発生部３３からの出力のパルス波形の周期Ｔ４は、
第２のターンテーブル２９の回転速度の検知により出力される回転速度検出部３５からの
出力のパルス波形の周期Ｔ５と同一である。この状態は、実施の形態１で説明した図３の
（ａ）と同じである。そして、再生している楽曲のリズムピッチや、タイミングを変える
ために第２のターンテーブル２９を手で触れて制御を行う動作は、実施の形態２と同じで
ある。
【００４２】
ここで、基準とする周期Ｔ４を、第１のターンテーブル２３とすることで、モータ２２の
回転むら成分や、時間経過による回転数の変動（一般にドリフトと呼ばれている）の影響
により、通常に再生している楽曲のリズムピッチが変わってしまわないようにしている。
すなわち上記のような回転むらや、回転数の変動をキャンセルすることができる。そのう
えで、第２のターンテーブル２９の回転を手で早くまたは遅くすることにより、再生して
いる楽曲のリズムピッチや、タイミングを変えられるので、より正確な制御が可能になる
。
【００４３】
（実施の形態４）
つぎに、図１１は実施の形態４の情報再生装置のブロック図を示している。実施の形態１
と違うところは、ターンテーブル２３の回転速度を検知するため、出力制御信号発生装置
３８の中に第１の検出器２５ａと、第２の検出器２５ｂを設け、これらの出力を各々第１
の回転速度検出部２６、第２の回転速度検出部３６へ入力し、その各々の出力を、位相検
出装置３７に入力し、さらにその出力をＣＰＵシステムコントロール１４に入力している
点である。図１１のように第１、第２の検出器２５ａ、２５ｂは所定の間隔で離されて設
置している。
【００４４】
以下実施の形態４について、その動作を説明する。いま、第１の回転速度検出部２６から
の出力をチャンネル１、第２の回転速度検出部３６からの出力をチャンネル２とする。通
常に再生している楽曲の場合、前述のようにターンテーブル２３は定常速度で回転してい
る。そして、このときのチャンネル１と、チャンネル２の出力を図１２（ａ）に示す。チ
ャンネル１とチャンネル２の周期は同一のリング２４の穴２４ａを検知するので、ともに
Ｔ６で全く同じである。ところが第１の検出器２５ａと第２の検出器２５ｂは所定の間隔
で離されているのでその位置により、チャンネル２がチャンネル１に比べて時間△Ｔ７だ
け遅れる。
【００４５】
この状態、つまり、チャンネル２がチャンネル１に比べて遅れていることを位相検出装置
３７の中で検出し、この情報をＣＰＵシステムコントロール１４へ送る。するとＣＰＵシ
ステムコントロール１４の中で、このときは通常の演奏状態で再生するよう制御する。
【００４６】
つぎに、再生している楽曲を少し戻したい場合、ターンテーブル２３を通常回転方向と逆
に手で回転させる。すると、チャンネル１とチャンネル２の出力の状態は、図１２（ｂ）
のようになり、今度はチャンネル１の方が時間△Ｔ７だけ遅れる。このチャンネル１がチ
ャンネル２に比べて遅れていることを位相検出装置３７の中で検出し、この情報をＣＰＵ
システムコントロール１４へ送る。するとＣＰＵシステムコントロール１４の中で、再生
している楽曲はその再生位置を逆に戻すよう制御する。よって、ターンテーブル２３を通
常とは逆に回転させることにより、再生している楽曲の巻き戻しを行うことができる。つ
まり、通常であれば、楽曲のタイミングをとるために逆戻しする場合、キー（リワインド
キー）を押す手間が必要であったが、ターンテーブル２３の回転方向を逆に回す操作で簡
単に行え、さらに続けて、リズムピッチや、タイミングの変更をターンテーブル２３の回
転速度を速くしたり、遅くしたりすることで行えるので、操作性が大幅に向上する。
【００４７】
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また、この２つの検出器と位相検出装置３７は、実施の形態２、３でも構成を追加するだ
けで各々の形態でも同様の効果が得られる。
【００４８】
また、チャンネル１とチャンネル２の位相関係は、第１の検出器２５ａと第２の検出器２
５ｂの距離により変わるので、通常演奏の場合が実施の形態４と反対になる場合があるが
、効果は、全く同じであることはいうまでもない。
【００４９】
また、スピンドルモータ１が通常とは逆に回転できる構成がとれていれば、ターンテーブ
ル２３を逆に回転させることで、ディスク２の情報を通常とは逆に読み取りが行える。つ
まり、逆転再生が可能になる。
【００５０】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明の情報再生装置によれば、複数の情報ブロックが記録された
記録媒体から情報 読み取り 可
変速度読み 手段と、

前記 読み た情報を
出力する 手段

と、システム動作の制御手段と、前記可変速度読み 手段とは別個に設けられ所定の速
度で回転する軸に設けられた第１のターンテーブルと、前記第１のターンテーブル上に

摺動可能に設けられた第２のターンテーブルと、該第２
のターンテーブルの回転速度を検出する検出手段と 、

の
で、第２のターンテーブルの回転速度を制御するだけで、

情報ブロックからの
読み出し速度を変えられる。 その第２のターンテーブル

、容易に 回転 を変え
ることができ、第１のターンテーブルを直接回さないことで、回転駆動機構にダメージを
与えないので、使用による故障も無く信頼性も向上するものである。このようにして、出
力情報のリズムピッチや、タイミングを容易に変えることができるという有利な効果が得
られる。
【００５１】
本発明装置を用いて、後続する第２の情報再生装置の情報ブロックのリズムピッチとタイ
ミングを、第１の情報再生装置の情報ブロックと合わせることができ、また本装置を２台
用いれば、後から再生する曲のリズムピッチとタイミングを前の曲のものと合わせるとい
う操作を連続的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１の情報再生装置のブロック図
【図２】同じくその実施の形態１における回転体の断面図およびリングの側面図
【図３】同じく実施の形態１における回転速度検出部の出力波形図
【図４】同じく実施の形態１における出力のピッチの説明図
【図５】同じく実施の形態１における出力のタイミングの説明図
【図６】同じく実施の形態１における出力のタイミングの説明図
【図７】同じく実施の形態２における回転体の断面図
【図８】本発明の実施の形態３の情報再生装置のブロック図
【図９】同じく実施の形態３における回転体の断面図
【図１０】同じく実施の形態３における回転体の上面図
【図１１】本発明の実施の形態４の情報再生装置のブロック図
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の を通常の再生速度よりも早い速度で読み取ることが可能な
取り 前記読み取り手段により通常の再生速度より早い速度で読み取っ

た情報を記憶する記憶手段と、 可変速度読み取り手段により 取っ 前記記
憶手段に記憶すると共に、当該記憶手段に記憶した情報を デジタル信号処理

取り
当

該第１のターンテーブルに対して
を備え 前記デジタル信号処理手段は

、前記検出手段による第２のターンテーブルの回転速度の検出結果に基づき、第２のター
ンテーブルが第１のターンテーブルと共に所定の速度で回転している場合は通常の再生速
度で出力し、該第２のターンテーブルが第１のターンテーブルに対して摺動されて回転速
度を変化させた場合はその検出信号の変化に対応したタイミングの再生速度で出力する

この第２のターンテーブルの回
転速度を検出することにより、これに対応して記憶手段に記憶された

特に、 が第１のターンテーブルと
共に所定の速度で回転している状態から 第２のターンテーブルの 速度



【図１２】同じく実施の形態４における出力波形の位相の説明図
【図１３】従来の情報再生装置であるコンパクトディスクプレーヤのブロック図
【図１４】従来のコンパクトディスクプレーヤの連続出力システムの構成図
【符号の説明】
１　スピンドルモータ
２　ディスク
３　光ピックアップ
１４　ＣＰＵシステムコントロール
１５　サーボ信号処理
１８　デジタル信号処理ブロック
１９　速度比較装置
２０，３３　基準信号発生部
２１，３１，３８　出力制御信号発生装置
２２　モータ
２３，２９　ターンテーブル
２４，３０　リング
２４ａ　穴
２５，２５ａ，２５ｂ，３２，３４　検出器
２６，３５，３６　回転速度検出部
２７　電源
２８　シート
３７　位相検出装置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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